
Remote monitoring system
遠隔監視システム�

ネットワークは、統制措置支援システム（CSSB）などによって常時遠隔監視されていて、�

異常があると即座に処置がとれるようになっている。�

　・ 統制措置支援システム（CSSB）は、NE関連の複数のオペレーションシステムから総合的に現状データを収集、リアルタイムで管轄地域の�

　　設備の状況を監視するシステムである。このCSSBの導入で、従来1,700支店で行っていた監視業務が1996年には70支店で行えるようになった。�

　・ FSC24（Field Service Cockpit24）は、ネットワーク（ノード、リンクなど）を個々のモニタリングツールを使って�

　   全国一元的に365日24時間の連続稼働により通信サービスのモニタリング、故障回復支援を行っている。�
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